
Nexus Dashboard 3.2.2mクラスタのこのリ
リースへのアップグレード

この章の手順は、Nexus Dashboardリリース 3.2.2mからNexus Dashboardリリース 4.3.1にアッ
プグレードする場合に適用されます。

Nexus Dashboardリリース 4.xから Nexus Dashboardリリース 4.3.1にアップグレードする場合
は、このリリースへの Nexus Dashboard 4.xクラスタのアップグレードに記載されているアッ
プグレード手順に従ってください。

（注）

•既存の Nexus Dashbaordクラスターをアップグレードするための前提条件と注意事項（1
ページ）

• (オプション)別々のNDFCおよびNDIクラスタを単一の共同ホストNexusDashboardクラス
ターに変換する（7ページ）

•サポートされているアップグレードパス（8ページ）
• Nexus Dashboardのアップグレード（10ページ）
•アップグレード後の情報とタスク（14ページ）
•アップグレードのトラブルシューティング（20ページ）

既存の Nexus Dashbaordクラスターをアップグレードす
るための前提条件と注意事項

既存のNexusダッシュボードクラスタをアップグレードする前に、次の手順を実行します。

•アップグレードに影響する可能性のある動作、ガイドライン、および問題の変更について
は、ターゲットリリースのリリースノートを必ずお読みください。

• Nexus Dashboardリリース 4.3.1にアップグレードする前に、次の手順を実行します：

• NTPとDNSサービスが設定されていることを確認します。システムを正常にアップグ
レードするには、少なくとも 1つの NTPと DNSが必要です。
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• LANデプロイメントは、管理ネットワークとデータネットワークが異なるサブネッ
トに存在することを確認する必要があります。管理ネットワークとデータネットワー

クが異なるサブネットに存在する場合にアップグレードは失敗します。

この制限は、 SAN展開には適用されないことに注意してください（SAN展開では、
管理ネットワークとデータネットワークが同じサブネットに存在する可能性がありま

す）。

• acs クラスタが健全であることを検証します。

1. ssh -l rescue-user [management-ip-of-nd] を使用してNexusダッシュボードにアクセ
スします。

2. acs healthコマンドを発行します。

acs healthコマンドからの出力には、すべてのコンポーネントが正常であることが表示さ

れるはずです。

rescue-user@node1:~$ acs health
======
Status
======
All components are healthy

•バックアップと復元のプロセスがアップグレードにどのように影響するかについて、次の
重要な注意事項を確認します。

•アップグレードする前に Nexus Dashboardクラスターのバックアップを実行し、バッ
クアップファイルを安全な場所に保存してください。バックアップを実行するために

は、「Nexus Dashboardとサービスの統合バックアップおよび復元」を参照してくだ
さい。このバックアップを、4.3.1リリースを実行している Nexus Dashboardクラスタ
に直接復元することはできないことに注意してください。

•最新のバックアップに障害が発生していた場合、アップグレードは続行されません。
アップグレードを進める前に、正常なバックアップがあることを確認してください。

バックアップを正常に実行できず、アップグレードできない場合は、 Cisco Technical
Assistance Center（TAC）（TAC）に連絡してサポートを受けてください。

•復元が失敗した場合、アップグレードを実行することはできません。復元が完了した
ら、 [履歴の表示（View History）]をクリックして、 [バックアップと復元（Backup
and Restore）]ページの [履歴（History）]エリアに移動します。これについては、
「Nexus Dashboardとサービスの統合バックアップと復元」の「Nexus Dashboard構成
の復元」セクションで説明されています。

ページの [ステータス（Status）]列には、復元プロセスの [成功（Success）]が表示さ
れます。[ステータス（Status）]列に [成功（Success）]以外の値が表示された場合
は、クラスタを再展開し、復元プロセスが [成功（Success）]となることを確認して
から、アップグレードを再度試行してください。
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•管理 >証明書管理 >ファブリック証明書でNX- API証明書検証の有効化 フィールドを有
効にしていて、 Nexus Dashboardリリース 3.2.2mから 4.3.1にアップグレードする場合、
これらの証明書はアップグレード後に失われる可能性があります。

• Nexus Dashboardリリース 4.3.1以降、1.5TBディスククラスタタイプのアプリケーション
ノードは、グリーンフィールドデプロイメントとしてサポートされなくなりました。

• NDIがリモートで作成されたNDFCクラスタに対してテレメトリを実行する場合、あるい
は複数のNexusDashboardクラスタにまたがるマルチクラスタ接続を使用している場合は、
すべてのクラスタをリリース4.3.1にアップグレードしてください。マルチクラスタ接続で
リリース 3.2xと 4.3.1クラスタを混在させて実行しないでください。同じ場所にある NDI
および NDFCクラスタもリリース 4.3.1にアップグレードします。新しい Connected TAC
機能を使用するには、両方のクラスタでリリース 4.3.1を実行する必要があります。

•物理的な Nexus Dashboardクラスタをアップグレードしている場合は、ノードにターゲッ
トの Nexus Dashboardリリースでサポートされている最小の CIMCバージョンがあること
を確認してください。

サポートされている CIMCバージョンは、ターゲットリリースの Nexus Dashboardリリー

スノートにリストされています。

CIMCアップグレードについては、Nexus Dashboardドキュメントライブラリの「トラブ
ルシューティング」の記事で詳しく説明されています。

•仮想 Nexus Dashboardクラスタをアップグレードする場合、 Nexus Dashboardはこれらの
チェックを適用します。

• HDDの遅延をチェックして 30ms未満であることのチェック。HDDの遅延がさらに
高い場合、アップグレードは失敗します。

•ネットワーク遅延のチェックで、クラスタノード内で 50ミリ秒未満であることを確
認します。ネットワークの遅延がさらに高い場合、アップグレードは失敗します。

• VMware ESXに展開された仮想 Nexus Dashboardクラスタをアップグレードする場合は、
ESXのバージョンがターゲットリリースで引き続きサポートされていることを確認しま
す。

このリリースは、VMware ESXi 7.0、7.0.1、7.0.2、7.0.3、8.0、8.0.2、8.0.3をサポートして
います。
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ESXサーバーをアップグレードする必要がある場合は、Nexus
Dashboardをターゲットリリースにアップグレードする前に行う
必要があります。ESXのアップグレードはこのドキュメントの範
囲外ですが、簡単に説明すると次のとおりです。

1. 既存の Nexus Dashboardノード VMを実行している場合に通
常行うように、ESXホストの 1つをアップグレードします。

2. ホストがアップグレードされた後、NexusDashboardクラスタ
が正常に動作していることを確認します。

3. 他の ESXホストで 1つずつアップグレードを繰り返します。

4. すべての ESXホストがアップグレードされ、既存の Nexus
Dashboardクラスタが正常な状態になったら、このドキュメン
トの説明に従って、NexusDashboardをターゲットリリースに
アップグレードします。

（注）

•現在の Nexusダッシュボードクラスタが正常であることを確認します。

Nexusダッシュボードの管理コンソール（Admin Console）の [概要（Overview）]ページ
でシステムのステータスを確認するか、rescue-user としてノードの1つにログインし、
acs healthコマンドを実行して All components are healthyが返ってくることを確認しま

す。

• Nexus Dashboardではプラットフォームのダウングレードはサポートされていません。

以前のリリースにダウングレードするには、新しいクラスタを展開する必要があります。

• Nexus Dashboardリリース 3.2.xで ダッシュボード ユーザー（app-user）ユーザーロールのみ
を持っているユーザーがいる場合は、Nexus Dashboardリリース 4.3.1へのアップグレード
後にダッシュボード ユーザーロールを持つユーザーで削除するか、NexusDashboardリリース
4.3.1のユーザーの代わりにObserverロールを使用する必要があります。

•永続 IPアドレスの数とそれらのマッピング方法は、以前のリリースから Nexus Dashboard
リリース 4.3.1で変更されました。Nexus Dashboardの永続 IPアドレスを参照して、以前
のリリースで必要だった永続的な IPアドレスの数と、Nexus Dashboardリリース 4.3.1に
アップグレードする前に必要な永続的な IPアドレスの数で特定の更新を行う必要がある
永続的な IPアドレスの数を理解してください。

•サービスを提供する任意のペルソナ、特にNexus Dashboard Fabric Controller（NDFC）と
Nexus Dashboard Insights（NDI）のNexus Dashboard（NDI）があり、以前のリリース（ND
2.2.x以下など）から ND 3.2.2mにアップグレードしている場合、Elasticsearch（ES）イン
デックスサイズに関する次の重要な情報に注意してください。

クラスターがND2.2.x以前に展開され、それ以降にアップグレードされた場合、ND3.2.2m
からND4.3.1へのアップグレードにより、時系列データベースのインデックスが作成され
ている可能性があります。このプロセスでは、サイズがこのクラスターの再インデックス
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化機能のサイズを超えている場合は、Cisco Technical Assistance Center（TAC） に連絡す
るように求められます。プロセスが再インデックス化できない場合、UIで提供されたacs

recoverコマンドを使用して、失敗後にアップグレードを続行できます。

•同じまたは、異なるデータサブネットを使用して展開した NDリリース 4.3.1より前のク
ラスタの一部としてNexus Dashboard Orchestratorを使用している場合は、Nexus Dashboard
リリース 4.3.1にアップグレードする前に、

•永続 IPアドレスを追加する必要があります。Nexus Dashboardの永続 IPアドレスを参
照してください。

•さらに、NDリリース 4.3.1より前のクラスタノードが異なるデータサブネットを使
用する場合、すべてのノードに BGP構成も追加する必要があります。

アップグレード前にこれらの項目を設定していないと、アップグレード中のイメージの検

証は失敗します。

• Nexus Dashboardリリース 4.1xでは、 Nexus Dashboardリリース 3.1xまたは 3.2xでは使用
できなかったアクセススイッチロールが導入されました。

• 3.xの動作：テレメトリエクスポータがループバックをソースインターフェイスとし
て使用する

• 4.xの動作：テレメトリエクスポータが SVIをソースインターフェイスとして使用す
る

この変更は、アップグレード後に自動的にトリガされます。

フローテレメトリエクスポータは、一度作成されたソースインターフェイスの変更を受

け入れることができません。これを変更しようとすると（ループバックから SVI）、ス
イッチでは失敗します。

Nexus Dashboardリリース 3.1xまたは 3.2xから 4.xにアップグレードする場合、フローテ
レメトリ構成の再展開は、ソースインターフェイスの不一致（ループバック - SVI）が原
因で失敗する場合があります。

アップグレード時の設定のばらつきの自動調整

4.2.（1）より前のNDOリリースからNDリリース 4.3.1にアップグレードする場合は、マルチ
ステップアップグレードを実行する必要があります。

1. 最初に 4.2（1）より前の NDOリリースを ND 3.0.1iにアップグレードしてから、『Cisco

Nexus Dashboard and Services Deployment and Upgrade Guide, Release 3.2.x』の「Supported
Upgrade Paths」の項の説明に従って、NDリリース 3.2.2mにアップグレードします。

2. 次に、この章の説明に従って、NDリリース 3.2.2mからNDリリース 4.3.1にアップグレー
ドします。

4.2（1）より前の NDOリリースを NDリリース 3.2.2mにアップグレードすると、アプリケー
ションテンプレートの構成のばらつきが観察される場合があります。これらのばらつきは、
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NDOリリース4.2(1)以降で、以前のバージョンで管理されていなかった新しいアプリケーショ
ンテンプレートオブジェクトプロパティの管理がサポートされているために発生します。

NDO 4.2(1)によって管理される新しいプロパティのリストについては、 Nexus Dashboard
Orchestrator 4.2(1)リリースノートを参照してください。

NDリリース 4.3.1は、アップグレードプロセスの一環として構成のばらつきの自動調整をサ
ポートしています。Nexus Dashboardは、テンプレートがファブリックと同期しているかどう
かをチェックし、必要に応じて、ファブリック値を Nexus Dashboardにインポートして、ばら
つきを自動的に解決します。

4.2（1）より前の NDOバージョンからマルチステップのアップグレードパスに従う場合は、
NDリリース 3.2.2mで検出されたばらつきを無視して、NDリリース 4.3.1へのアップグレード
を続行することをお勧めします。

NDリリース 4.3.1へのアップグレード後に残ったばらつきは、手動で解決する必要がありま
す。たとえば、構成されたオブジェクトが複数のファブリックにまたがる拡張テンプレートの

一部であり、テンプレートレベルのプロパティに異なるファブリックで構成された異なる値が

ある場合、自動解決できないばらつきが発生します。

（オプション）6ノード pNDクラスタから 3ノード pNDクラスタへの変換

アップグレードプロセスの一部として 6ノードの pNDクラスタを 3ノードのPNDに変換する
場合（たとえば、Nexus Dashboardリリース 3.2.2mで 6ノードのpNDコントローラを展開てい
る場合、Nexus Dashboardリリース 4.1.1ではサポートされていません）、 Nexus Dashboardリ
リース 4.1.1にアップグレードする前に、次の手順を使用してNexus Dashboardリリース 3.2.2m
でこの変換を行ってください。

Nexus Dashboardリリース 4.1.1では 6ノードの pNDテレメトリのみの展開がサポートされてい
るため、このオプションの手順はこの場合は必要ありません。

1. Nexus Dashboardリリース 3.2.2mで 6ノード pNDクラスタのバックアップを実行します。

詳細については、「Nexus Dashboardとサービスの統合バックアップと復元」の記事を参照
してください。

2. 既存のプライマリノードとクラスタが正常であることを確認し、1つずつセカンダリノー
ドを削除します。

1. リリース 3.2.2mで実行されている Nexus Dashboardで、[ノード (Nodes）] > [管理
（Manage) ]に移動します。

2. 削除するセカンダリノードをオンにします。

3. [アクション（Actions）]メニューから [削除（Delete）]を選択してノードを削除しま
す。

4. [概要（Overview）] > [プラットフォーム（Platform）]ビューに移動し、各セカンダ
リノードが削除された後、クラスターの正常性ステータスが [GREEN]と表示される
まで待ちます。または、acs healthコマンドを実行して、クラスタの正常性を確認しま
す。クラスタの状態が正常になるまで、別のセカンダリノードを削除しないでくださ

い。
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ノードを削除後、Kafkaが安定するまでに最大 30分かかる場合があります。（注）

5. セカンダリノードを削除した後にクラスターの正常性ステータスが GREENと表示さ
れたら、次のセカンダリノードの削除に進みます。

各セカンダリノードを1つずつ削除するプロセスを続行し、クラスターのステータス
が GREENになるのを待ってから、次のセカンダリノードの削除に進みます。

3. すべてのセカンダリノードを削除したら、クラスタが正常であることを確認してから、
Nexus Dashboardリリース 3.2.2mで新しいバックアップを実行します。

詳細については、「Nexus Dashboardとサービスの統合バックアップと復元」の記事を参照
してください。

4. この章の手順に従って、クラスタをNexus Dashboardリリース 3.2.2mからリリース 4.3.1に
アップグレードします。

(オプション)別々のNDFCおよびNDIクラスタを単一の共
同ホストNexus Dashboardクラスターに変換する

Nexus Dashboardリリース 3.xの個別の NDFCおよび NDIクラスタを、アップグレードプロセ
スの一環としてリリース4.xの単一の共存型NexusDashboardクラスタに変換する場合は、アッ
プグレード前に以下の手順を実行してください。

たとえば、NDFCを実行している 5ノード vNDクラスタと、 Nexus Dashboardリリース 3.2.2m
で NDIを実行している別の 6ノード vNDクラスタがあり、それらを単一の Nexus Dashboard
リリース 4.xクラスタにマージする場合、アップグレード前のNexusDashboardリリース 3.2.2m
の変換手順。

手順

ステップ 1 NDIクラスターで、テレメトリを完全に無効にします。

a) NDIクラスターから NDFCファブリックを削除します。
b) NDFCおよびNDIクラスタがフェデレーションされている場合(マルチクラスタ接続を介して接続され
ている)、クラスタを切断してフェデレーション構成を削除します。

詳細については、Nexus Dashboard Infrastructure Management、リリース 3.2.xを参照してください。

ステップ 2 この章の手順に従って、NDFCを実行しているNexusDashboardクラスタのみをリリース3.2.2mからリリー
ス4.xにアップグレードしてください。

ステップ 3 アップグレードが完了したら、すべての NDFC機能が期待どおりに動作していることを確認します。
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ステップ 4 アップグレードした Nexus Dashboardリリース 4.xクラスタのバックアップを実行します。

詳細については、「Nexus Dashboardのバックアップと復元」を参照してください。

ステップ 5 ファブリック設定からテレメトリを有効にします。

a) 3ノード以上の pNDクラスタの場合、NDFCアップグレードを確認した後、ファブリック設定から直
接テレメトリを有効にします。

b) アップグレードされたデプロイメントが 3ノード vNDアプリケーションクラスタの場合は、新しい 3
ノードデータ vNDまたは 6ノード vND（3データ + 3アプリ）クラスタ、または 3または 6の pNDク
ラスタを作成してから、前の手順で作成した Nexus Dashboardリリース 4.xバックアップを復元しま
す。

c) 復元が完了したら、すべての NDFC機能と特徴を確認し、ファブリック設定からテレメトリを有効に
します。

この変換の一環として、別の NDIクラスタを Nexus Dashboardリリース 4.xにアップグレード
しないでください。テレメトリは、共同ホストされる展開の準備ができたら、アップグレード

した NDFCクラスタから再度有効にする必要があります。

（注）

サポートされているアップグレードパス
以前のリリースでは、Nexus Dashboardの展開の概要で説明したとおり、Nexus Dashboardには
プラットフォームソフトウェアのみが付属しており、サービスは含まれていませんでした。こ

れらのサービスは、最初のプラットフォームの展開後に個別にダウンロード、インストール、

および有効化するようになっていました。加えて、NexusDashboardリリース 3.1.1では、Nexus
Dashboardと個々のサービス間のより緊密な結合を実現したため、各サービスの単一バージョ
ンのみがプラットフォームの各バージョンと互換性を持つようになりました。その結果、Nexus
Dashboardソフトウェアの必要最小限のバージョンを使用している限り、プラットフォームと
現在有効になっているすべてのサービスの両方をNexus Dashboardリリース 3.1xと 3.2xに直接
アップグレードできるようになっていました。

Nexus Dashboardリリース 4.1.1以降、今では、プラットフォームと個々のサービスが単一の製
品に統合されました。つまり、サービスを個別に展開、構成、またはアップグレードする必要

がなくなりました。

次の表に、特定の展開の組み合わせに関するシナリオの例をいくつか示します。
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表 1 :

アップグレードのワークフロー互換性のあるサービス

（フォームファクタと

クラスタサイズによっ

ては、これらのサービ

スの 1つ以上が現在有
効になっている場合が

あります）

現在の Nexus
Dashboardリリース

このリリースへのNexusDashboard 4.xクラスタのアップグレードの説
明に従って、リリース 4.3.1に直接アップグレードします。

N/A4.2.1

このリリースへのNexusDashboard 4.xクラスタのアップグレードの説
明に従って、リリース 4.3.1に直接アップグレードします。

該当なし4.1.1

次のセクションの説明に従って、リリース 4.3.1に直接アップグレー
ドします。

リリース 4.3.1では、すべてのサービスが単一のNexus Dashboard製品
に統合されています。

ファブリックコント

ローラ：12.2(3)

Orchestrator：4.4(2)

Insights：6.5(2)

3.2.2m

1. 『Nexus Dashboard展開ガイド、リリース3.2.x』の説明に従って、
Nexus Dashboardプラットフォームをリリース 3.2.2mにアップグ
レードします。

すべてのサービスは、プラットフォームとともに自動的にアップ

グレードされます。

2. 以下のセクションで説明されているように、リリース 3.2.2mから
リリース 4.3.1にアップグレードします。

リリース 4.3.1では、すべてのサービスが単一の Nexus Dashboard
製品に統合されています。

ファブリックコント

ローラ：12.2(2)

Orchestrator：4.4(1)

Insights：6.5(1)

3.2.1

1. 『Nexus Dashboard展開ガイド、リリース3.2.x』の説明に従って、
Nexus Dashboardプラットフォームをリリース 3.2.2mにアップグ
レードします。

すべてのサービスは、プラットフォームとともに自動的にアップ

グレードされます。

2. 以下のセクションで説明されているように、リリース 3.2.2mから
リリース 4.3.1にアップグレードします。

リリース 4.3.1では、すべてのサービスが単一の Nexus Dashboard
製品に統合されています。

ファブリックコント

ローラ：12.2(1)

Orchestrator：4.3(x)

Insights：6.4(1)

3.1.1
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アップグレードのワークフロー互換性のあるサービス

（フォームファクタと

クラスタサイズによっ

ては、これらのサービ

スの 1つ以上が現在有
効になっている場合が

あります）

現在の Nexus
Dashboardリリース

1. 『Nexus Dashboard展開ガイド、リリース3.2.x』の説明に従って、
Nexus Dashboardプラットフォームをリリース 3.2.2mにアップグ
レードします。

すべてのサービスは、プラットフォームとともに自動的にアップ

グレードされます。

2. 以下のセクションで説明されているように、リリース 3.2.2mから
リリース 4.3.1にアップグレードします。

リリース 4.3.1では、すべてのサービスが単一の Nexus Dashboard
製品に統合されています。

ファブリックコント

ローラ：12.1(3)

Orchestrator：4.2(x)

Insights：6.3(1)

3.0.1

1. 『Nexus Dashboard展開ガイド、リリース3.1.x』の説明に従って、
NexusDashboardプラットフォームをリリース3.1.1にアップグレー
ドします。

すべてのサービスは、プラットフォームとともに自動的にアップ

グレードされます。

2. 『Nexus Dashboard展開ガイド、リリース 3.2.x』の説明に従って、
リリース 3.1.1からリリース 3.2.2mにアップグレードします。

すべてのサービスは、プラットフォームとともに自動的にアップ

グレードされます。

3. 以下のセクションで説明されているように、リリース 3.2.2mから
リリース 4.3.1にアップグレードします。

リリース 4.3.1では、すべてのサービスが単一の Nexus Dashboard
製品に統合されています。

ファブリックコント

ローラ：12.1(2)以前

Orchestrator：4.1(x)以
前

Insights：6.2(x)以前

2.3.2以前

Nexus Dashboardのアップグレード
ここでは、NexusDashboardリリース 3.2.2mからNexusDashboardリリース 4.3.1にアップグレー
ドする場合に、既存の Nexus Dashboardクラスタをアップグレードする方法について説明しま
す。

Nexus Dashboard 3.2.2mクラスタのこのリリースへのアップグレード
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Nexus Dashboardリリース 4.xからNexus Dashboardリリース 4.3.1にアップグレードする場合
は、このリリースへの Nexus Dashboard 4.xクラスタのアップグレードのアップグレード手順
に従ってください。

（注）

サポートされているアップグレードパス（8ページ）で説明しているとおり、NexusDashboard
リリース 4.3.1に直接アップグレードするには、 Nexus Dashboardリリース 3.2.2mを実行して
いる必要があります。これらのリリースでは、次の重要な点に注意してください。

• Nexus Dashboardリリース 3.2.x：Nexus Dashboardの展開の概要で説明したとおり、これ
らのNexus Dashboardリリースでは、Nexus Dashboardは 1つの製品として利用でき、個々
のサービス（ Nexus Dashboard Insights、Orchestrator、Fabric Controllerなど）はNexus
Dashboardとは別の個別の製品として利用できました。

• Nexus Dashboardリリース 4.1.1：これは、Nexus Dashboardと上記の個々のサービスが単
一の統合製品としてパッケージ化された最初の Nexus Dashboardリリースです。Nexus
Dashboardリリース 4.3.1は、4.1.1リリースに続くの統合型 Nexus Dashboardリリースの 1
つです。

つまり、アップグレードプロセスは次の段階を経ます：

1. Nexus Dashboardリリース 3.2.2mでアップグレードプロセスを開始します。ここでは、
Nexus Dashboardと個々のサービスは別の製品です。

2. 次に、 Nexus Dashboard 4.3.1にアップグレードします。これで、 Nexus Dashboardと個々
のサービスがパッケージ化された単一の統合製品としてアップグレードプロセスを完了し

ます。

始める前に

で説明している前提条件をすべて満たしていることを確認します。既存の Nexus Dashbaordク
ラスターをアップグレードするための前提条件と注意事項（1ページ）

手順

ステップ 1 Nexus Dashboardリリース 3.2.2mシステムで、 Nexus Dashboard 4.3.1イメージをダウンロードします。

a) [ソフトウェアダウンロード（Software Download）]ページを参照します。

https://software.cisco.com/download/home/286327743/type/286328258/release/4.3.1

b) 左側のサイドバーから、ダウンロードするNexusDashboard 4.3.1のリリースバージョンを選択します。
c) ターゲットとする 4.3.1リリース用の Nexus Dashboardイメージをダウンロードします。

Nexus Dashboard 3.2.2mクラスタのこのリリースへのアップグレード
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•アップグレードプロセスは、すべての Nexusダッシュボードフォームファクタで同じ
で、Nexusダッシュボード ISOイメージ（nd-dk9.<version>.iso）を使用します。言い換

えると、最初の展開で仮想フォームファクターを使用していた場合（ESXでの展開のた
めの .ovaイメージなど）やクラウドプロバイダーのマーケットプレースを使用していた

場合であっても、アップグレードでは .isoイメージを使用する必要があります。

•イメージのダウンロードが完全に失敗した場合は、Nexus Dashboardとイメージサーバ間
のネットワーク接続を確認します。[管理（Admin）]> [システム設定（SystemSettings）]>
[一般（General）]> [プロキシ構成（Proxy configuration）]でプロキシ構成を確認します。

（注）

d) （オプション）環境内のWebサーバでイメージをホストします。

環境内のサーバーでイメージをホストすることをお勧めします。イメージを Nexus Dashboard
クラスタにアップロードする場合、イメージに直接 URLを指定するオプションがあります。
そうすれば、プロセスは相当高速化されます。

（注）

ステップ 2 現在の Nexusダッシュボードの管理コンソールに管理者ユーザーとしてログインします。

ステップ 3 クラスタから古く、アクティブでないアップグレードイメージを削除します。

クラスタを初めてアップグレードする場合は、この手順をスキップできます。

a) [管理（Manager）] > [ソフトウェア管理（Site Software Management）]に移動します。

b) アップグレードイメージのタイルのゴミ箱アイコンをクリックして、古い非アクティブなアップグレー
ドイメージを削除します。

c) すべての古いアップグレードイメージについて、この手順を繰り返します。

ステップ 4 新しいイメージをクラスタにアップロードします。

a) [管理（Manager）] > [ソフトウェア管理（Site Software Management）]に移動します。

b) [Add Image]をクリックします。
c) [ソフトウェアイメージの追加（Add Software Image）]ウィンドウで、イメージがウェブサーバーの

[リモート（Remote）]であるか、マシン上での [ローカル（Local）]であるかを選択します。

どちらの場合も、イメージは .isoで終わるファイルです。

•リモート：最初の手順でダウンロードしたイメージの URLを入力します。

•ローカル：[ファイルの選択]をクリックして、イメージをダウンロードしたローカルフォルダに
移動します。

d) [追加（Image）]をクリックして、イメージを追加します。

次に、 Nexus Dashboardはアップグレードイメージをダウンロードしてイメージの処理を開始し、い
くつかの準備と検証の段階を経て、アップグレードが正常に行われるようにします。終了するまでに

数分かかる場合があります。
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アップグレードのトラブルシューティング（20ページ）を参照してください。ここには、アッ
プグレードのこの時点で行われる検証のチェックと、問題が生じた場合の対処方法が記されて

います。

（注）

e) 検証が完了すると、 [ソフトウェア管理（Software Management）]ページのカードに [インストール
（Install）]ボタンが表示されます。[インストール（Install）]をクリックしてソフトウェアをインス
トールし、アップグレードプロセスを実行します。

インストールの進行状況ウィンドウが表示されます。更新中は、この画面から移動できます。

クラスター内のノードの数によっては、この手順に60分以上かかる場合があります。その間、ノード
が再起動し、 GUIにアクセスできなくなります。Nexus Dashboardは、いくつかの段階を経て次の手順
を経ます。

•リリースファームウェアのインストール

•サービスの無効化

•インフラストラクチャサービスのシャットダウン

•プラットフォームサービスのアップデート

•インフラストラクチャサービスの有効化

•サービスの有効化

[詳細（Details）]リンクをクリックして、アップグレードの進行状況とさまざまな段階を確認できま
す。

アップグレードプロセス中に問題が発生した場合（インデックスの問題の可能性など）は既存

の Nexus Dashbaordクラスターをアップグレードするための前提条件と注意事項（1ページ）
を参照してください。

（注）

上記のプロセスが完了したら、 Nexus Dashboard 4.3.1にアップグレードできているはずです。Nexus
Dashboardと個々のサービスが単一の統合製品としてパッケージ化されています。

展開したクラスター形式とクラスターノードの数によっては、特定の機能（コントローラ、

オーケストレータ、テレメトリなど）が使用できない場合があります。Nexusダッシュボード
キャパシティプランニングツールの情報を確認して、クラスターインストールで使用できる

機能を確認します。

（注）

ステップ 5 ノードのアップグレードタスクが完了したら、ノードが正常であり、UIにログインできることを確認しま
す。

Nexus Dashboard 3.2.2mクラスタのこのリリースへのアップグレード
13

Nexus Dashboard 3.2.2mクラスタのこのリリースへのアップグレード

Nexus Dashboardのアップグレード

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/tools/nd-sizing/index.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/dcn/tools/nd-sizing/index.html


アップグレードプロセスが完了すると、通常どおりに Nexus Dashboardダッシュボード UIを表示できま
す。

[概要（Overview）]ページでシステム全体の正常性を確認し、[管理（Admin）] > [システムソフトウェア
（System Software）]ページで現在の実行中バージョンを確認できます。

ステップ 6 DNSのクラスタ名の変更を確認します。

Nexus Dashboardリリース 4.3.1以降、新規インストールとアップグレードの場合、クラスター DNSは
nd-cluster.case.localにハードコードされます。以前のリリースから Nexus Dashboardリリース 4.3.1に
アップグレードすると、クラスタ名に基づいて表示される DNSドメイン名がアップグレード後に変更さ
れ、その DNSドメイン内のクラスタ名ではなく固定クラスタ名（nd-cluster.case.local）が表示されま

す。

次のタスク

必要なアップグレード後のタスクの実行のために、アップグレード後の情報とタスク（14ペー
ジ）に進んでください。

アップグレード後の情報とタスク
このセクションでは、 Nexus Dashboardリリース 3.2.2mからNexus Dashboard 4.3.1にアップグ
レードした後に完了する必要がある変更とタスクに関する情報を示します。

•マルチクラスタ接続のアップグレード後のタスクの実行（14ページ）

•スイッチのファームウェアイメージの再アップロード（15ページ）

•異常の問題に対処する（15ページ）

•デバイスのログイン情報の設定（15ページ）

•古いクラスタータイプを新しい3ノード仮想クラスター（データ）クラスタータイプに移
行する（16ページ）

•テレメトリ構成の再展開（17ページ）

• SNMP関連のタスク（19ページ）

• ACIファブリックの再登録（19ページ）

• Performance Manager（PM）の履歴データを表示する（20ページ）

•システム更新通知の表示（20ページ）

マルチクラスタ接続のアップグレード後のタスクの実行

4.3.1より前のこれらの設定のいずれかを設定してた場合。Nexus Dashboard：
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• Nexus Dashboard Insightsがリモートで作成したNDFCファブリックをオンボーディングし
ていた場合

• One Manageを使用して複数の NDFCまたは NDIクラスタを管理および監視していた場合

•複数の NDFCクラスタを持つマルチクラスタファブリックグループがある場合

これらのクラスタが以前のリリースでマルチクラスタ接続を使用してすでに接続されていた場

合は、プライマリクラスターで、Nexus Dashboardリリース 4.3.1にアップグレードしたすべて
のクラスタを再登録する必要があります。

さらに、以前のリリースで NDIおよび NDOの統合があった場合、Nexus Dashboardリリース
4.3.1ではサポートされません。NDO統合を活用するには、 Nexus Dashboardリリース 4.3.1で
NDIおよび NDOクラスタをフェデレートする必要があります。

NexusDashboardリリース3.2.2mシステムでマルチクラスタ接続が設定されている場合は、アッ
プグレードが完了した後に、マルチクラスタ接続を再度有効にする必要があります。このタス

クは、コロケーション環境に NX- OSファブリックがある場合にのみ適用されます。詳細につ
いては、クラスタの接続を参照してください。

スイッチのファームウェアイメージの再アップロード

リリース 3.2.2mでNexus Dashboardにアップロードされたスイッチのファームウェアイメージ
は、 Nexus Dashboard 4.3.1にアップグレードするときに引き継がれません。Nexus Dashboard
4.3.1にアップグレードした後、それらのスイッチのファームウェアイメージを再アップロード
してください。

1. [管理（Manage）] > [ファブリックソフトウェア（Fabric Software）] > [NX-OS/IOS-XE] >
[イメージ（Images）]に移動します。

2. [アクション（Actions）]ドロップダウンリストから [アップロード（Upload）]を選択し、
必要なスイッチファームウェアイメージを再アップロードします。

詳細については、ファブリックソフトウェアの管理を参照してください。

異常の問題に対処する

アップグレードが完了したら、 [異常（Anomalies）]領域で問題がないかを確認し、一部のNX
OSファブリックで再計算と展開を完了するための要求を確認します。

デバイスのログイン情報の設定

Nexus Dashboardリリース 3.2.2mシステムで共同ホストされた NX- OSファブリックを構成し
ていた場合は、次の手順に従って、NexusDashboardリリース 4.3.1にアップグレードした後に
適切なデバイスのログイン情報が構成されていることを確認します。

1. アップグレードされたNexus Dashboard 4.3.1システムで、[管理（Manage）] > [デバイスロ
グイン情報（Device Credentials）]に移動します。

2. [デバイスログイン情報（Device Credentials）]エリアに表示される情報を確認します。
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[デバイスログイン情報（Device Credentials）]エリアに赤色のテキストで [設定なし（Not
Set）]が表示されます。

3. [デバイスログイン情報（Device Credentials）]エリアで、[設定（Set）]をクリックしま
す。

4. [デフォルトログイン情報の設定（Set Default Credentials）]ページで、必要な情報を入力
します。

• [ユーザー名（Username）]、 [パスワード（password）]、および [パスワードの確認
（Confirm password）]：必要なユーザー名とパスワードの情報を入力します。

•必要に応じて、[Robot（ロボット）]ログイン情報を設定するチェックボックスをオ
ンにします。

次に [保存（Save）]をクリックします。

[デフォルトのログイン情報の設定（Set Default Credentials）]ページに戻り、テキスト
Default Setが青色で表示されます。

古いクラスタータイプを新しい3ノード仮想クラスター（データ）クラスタータイプに移行す
る

• 4.3.1より前のこれらのクラスタは、 Nexus Dashboardリリース 4.3.1でのグリーンフィー
ルド展開としてはサポートされていませんが、リリース 4.3.1にアップグレードする場合
は次がサポートされます：

• 3ノード仮想クラスター（1.5 TBストレージのアプリノード）

• 5ノード仮想クラスタ（1.5 TBストレージのアプリノード）

• 5ノードリモート対応クラスタ（アプリ 500G）クラスタタイプは、 Nexus Dashboardリ
リース4.3.1でのグリーンフィールドデプロイメントとしてはサポートされていませんが、
リリース 4.3.1にアップグレードする場合はサポートされます。ただし、このクラスタタ
イプは次のリリースでアップグレードオプションとしてサポートされないため、次の手順

を使用して新しいクラスタタイプの 3 ノードのリモート対応クラスタ（データ）または 3ノード
の物理クラスタに移行する必要があります。

これらの古いクラスタタイプから新しいクラスタタイプ 3 つのノードのリモート対応クラスタ（デー

タ）または、3つのノードの物理クラスタに移行する場合は、次の手順を使用して新しいクラ
スタタイプに移行できます。

1. この章で説明されている手順を使用して、古いクラスタタイプをそのままにして、Nexus
Dashboardリリース 4.3.1にアップグレードします。

2. Nexus Dashboardリリース 4.3.1にアップグレードしたら、古いクラスタータイプのバック
アップを実行します。

詳細については、「Nexus Dashboardのバックアップと復元」を参照してください。
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•以前のクラスタータイプをバックアップする場合は、構成のみまたは完全バック
アップのオプションを使用できます。

•続行する前に、古いクラスターからバックアップを正常に取得したことを確認しま
す。

3. 古いクラスタータイプのクラスターをシャットダウンします。

4. 新しいクラスタータイプ 3 node virtual cluster (data)のグリーンフィールドの展開を

実行します。

•新しいクラスターで古いクラスターの名前を再利用します。

•仮想データクラスターまたは物理クラスターを展開できます。

•古いクラスタータイプのIPアドレスを再利用することも、 Nexus Dashboardのバック

アップと復元で説明されているように、 [外部サービスの IP設定を無視する（Ignore
External Service IP Configuration）]チェックボックスをオンにして、新しいクラスター
で新しいIPアドレスを使用して復元することもできます。

5. 古い 3 つのノードのリモート対応クラスタ（アプリ）または 5 つのノードのリモート対応クラスタ（アプ

リ）のバックアップを新しい 3 つのノードのリモート対応クラスタ（データ）または、3つのノー
ドの物理クラスタに復元します。

詳細については、「Nexus Dashboardのバックアップと復元」を参照してください。

テレメトリ構成の再展開

Nexus Dashboardリリース 4.3.1にアップグレードすると、NX- OSファブリックからのソフト
ウェアテレメトリストリーミングを処理するための永続 IPアドレスが変更されます。Nexus
Dashboard 4.3.1へのアップグレード後にテレメトリ操作を再開するには、テレメトリ設定を再
展開する必要があります。

1. [システムのステータス（System Status）]ページに移動します。

Admin > System Status

2. [Telemetry]をクリックし、 [Telemetry Status]エリアの [Fabrics]タブをクリックします。

3. ファブリックテーブルに表示されている情報を確認します。

NX- OSファブリックの場合、[ファブリック（Fabrics）]テーブルにリストされている 1つ
以上のファブリックで、アップグレード前は [テレメトリ構成ステータス（Telemetryconfig
status）]列に [保留中の更新（Pending updates）]のステータスが表示されていることに
注意してください。

この状態では、テレメトリストリーミングが機能せず、個々の機能のステータス（ソフト

ウェアテレメトリ、フローコレクション、スイッチステータスなど）が無効になるため、

無視する必要があります。
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[ファブリック（Fabrics） ]テーブル内の一部のファブリックでは、 [テレメトリ構成ステータ
ス（Telemetry config status）]列に [ OK]のステータスが表示され、その他のファブリックの
ステータスが [保留中の更新（Pending updates）]と表示される場合があります。 [テレメトリ
ステータス（Telemetry status）]エリアの [スイッチ（Switches）]タブをクリックした場合、
テレメトリ列に誤った緑色の [OK]または [成功（Success） ]ステータスエントリを持つス
イッチが表示される場合があります。これらのスイッチは、[ファブリック（Fabrics）]テー
ブルに表示されます。これは、これらのファブリックのスイッチレベルで表示される誤ったス

テータス情報であり、無視する必要があります。

（注）

4. [テレメトリステータス（Telemetry status）]エリアで [ファブリック（Fabrics） ]タブを
選択した状態で、 [テレメトリの再展開（Redeployテレメトリ）]をクリックします。

確認ウィンドウで、[確認（Confirm）]をクリックします。

[確認（Confirm）]をクリックすると、個々の機能のステータスが [進行中で有効化（Enable
in Progress）]に変わり、累積的な [Telemetry設定ステータス（Telemetry Config Status）]
が[進行中（In Progress）]に更新されます。

5. [確認（Confirm）]をクリックすると、 [システム（System）] [ステータス（Status）]の下
の [テレメトリ（Telemetry）]ページの [ファブリック（Fabrics）]タブに戻ります。ペー
ジの右上隅にある [更新（Refresh）]をクリックします。

確認ページで [確認（Confirm）]をクリックした直後にテレメトリステータスが正しく表
示されない場合がありますが、 [更新（Refresh）]をクリックすると正しいテレメトリス
テータスがに表示されます。

6. もう一度、ファブリックテーブルに表示されている情報を確認します。

[更新（Refresh）]をクリックした後で、次のエリアのステータスが変化することがわかり
ます。

•個々の機能のステータスは、[進行中で有効化（Enable inProgress）]に変更されます。

• [テレメトリ設定ステータス（Telemetry config status）]列のファブリックのステータ
スが、[更新の保留中（Pending updates）]から [進行中（In Progress）]に変わりま
す。数分後、ファブリックのステータスは、 [テレメトリ設定ステータス（Telemetry
config status）]列で、自動的に、または [更新（Refresh）]を再度クリックした後に、
[OK]に変わります。

操作が完了すると、個々の機能ステータスは次のようになります。

• [Enabled]これはすべてのスイッチで構成のプッシュが成功した場合です。

• [Enabled Fail]これはいずれかのスイッチで失敗した場合です。

• [Enabled Pending]これは変更制御モードが有効になっている場合です。この場合、[管理
（Manage）] > [制御を変更（Change control）]を使用して変更管理チケットを明示的に
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適用します。詳細については、「Nexus Dashboardでの変更制御とロールバックの使用」
を参照してください。

累積テレメトリ構成ステータスは次のように表示されます。

• OKすべてのスイッチの構成が成功した場合です。

• Not OK失敗した場合、またはすべてのスイッチの変更制御モードで保留中の場合です。

• Partial OK一部のスイッチで成功し、失敗したか、他のスイッチで変更制御モードで保留

中である場合です。

SNMP関連のタスク

• SNMPサーバーユーザーの変更をを確認します：NexusDashboardリリース 4.3.1より前の
リリースでは、次に示す例のように、インテントの一部としてパスワードなしで管理対象

の NX-OSスイッチで構成された SNMPサーバーユーザー：
snmp-server user Demo_CMDv5 vdc-operator
snmp-server user DemoOps_admin vdc-operator
snmp-server user DemoOps_admin network-admin

は、再計算および展開操作中に差分に表示されませんでした。これらは、特にスイッチが

TACACS+などのリモート認証方式に依存している環境では、気付かれないことがよくあ
ります。

Nexus Dashboardリリース 4.3.1にアップグレードすると、これらの違いが正しく検出さ
れ、予想される差分として GUIに表示されるようになります。リリース 4.3.1へのアップ
グレード後、次のいずれかを行う必要があります：

•これらの構成をプッシュしてスイッチを同期させるか、

•これらの SNMPユーザーエントリが不要になった場合は、インテントから削除しま
す。

•無効な SNMP値を修正します：Nexus Dashboardは、リリース 4.3.1の SNMPリスナー IP
と受信者の電子メールエントリを検証します。Nexus Dashboardリリース 4.3.1にアップグ
レードする前にNDFCのこれら 2つのフィールドに無効な値が設定されていた場合、この
ページの転送されたアラームデータフィールドの SNMPリスナー IPおよびポートに
「Input is not valid」エラーが表示される場合があります。

[管理（Admin）] > [システム設定（System Settings）] > [ファブリック管理（Fabric
management）] > [詳細設定（Advanced settings）] > [アラーム（Alarms）]

このフィールドの無効なエントリを修正し、[保存（Save）]をクリックしてこの問題を解
決します。

ACIファブリックの再登録

リリース 6.1.4より前のリリースで実行されている ACIファブリックをオンボードしている場
合は、クラスタを 3.xから 4.xにアップグレードした後に、「クラスタの再登録」で説明され

Nexus Dashboard 3.2.2mクラスタのこのリリースへのアップグレード
19

Nexus Dashboard 3.2.2mクラスタのこのリリースへのアップグレード

アップグレード後の情報とタスク

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/nd/4x/articles-411/using-change-control-rollback.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/nd/4x/articles-431/connecting-clusters.html#_re_register_clusters


ているようにオンボードされた ACIファブリックを ACI-Nexus Dashboard相互起動機能を使用
して再登録する必要があります。

Performance Manager（PM）の履歴データを表示する

Nexus Dashboardをリリース 3.2.2mからリリース 4.3.1にアップグレードした後、ファブリック
でテレメトリを有効にすると、Performance Manager（PM）の履歴データは表示されません。
代わりに、システムはその時点から新たな PMデータの収集を開始します。

過去のPMデータを表示するには、影響を受けるファブリックでテレメトリを無効にします。
古い PMデータが再表示されます。

システム更新通知の表示

リリース 4.2.1以降、 Nexus Dashboardは、新しい推奨ソフトウェアバージョンが利用可能に
なったときに通知する自動アラートを提供します。詳細については、「Nexus Dashboardの探

索」の「システムの更新通知」セクションを参照してください。

アップグレードのトラブルシューティング
前のセクションで説明した、新しいイメージのアクティブ化段階で、すべてのノードが再起動

した後、GUIにログインしてアップグレードワークフローのステータスを確認できます。最初
は、クラスタの初期展開と同様のブートストラッププロセスを確認できます。ノードが起動す

ると、GUIの [概要（Overview）]ページでサービスのアクティブ化に関する追加情報を確認
できます。

何らかの理由でアップグレードが失敗した場合、GUIにエラーと追加の回避策の手順が表示さ
れます。たとえば、次のようなエラーメッセージが修正とともに表示される場合があります。

Failed to activate

Upgrade failed while shutting down the cluster: Operation Timedout, last status: Operation
Timedout

Please login to one of the primary nodes as 'rescue-user' and follow the steps provided
by the upgrade recovery
helper by invoking following command: 'acs upgrade recover Cluster Shutdown'. If the
issue persists, please contact Cisco TAC for assistance.

問題が解決しない場合は、 [管理（Admin）]をクリックしてテクニカルサポートにアクセスし
ます。詳細については、「Ciscoテクニカルサポートの取り扱い」を参照してください。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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